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流通とＳＣ・私の視点 

2010年１月 28日 
 

ＳＣ選択行動理論とは（その１)!! 

― ＳＣの数とＳＣの選択理論 ― 
 
経済学の中に行動経済学(消費者の意思決定は合理性だけでなく心理的要因を付加した感性で決めるとの理論)

があるように、商圏内消費者がＳＣを選択する｢ＳＣの選択行動理論｣があります。商圏内消費者がＳＣを選定す

る際も、消費者心理学の要素が重要なウエイトを占めます。その内容は次の通りです(六車流：流通理論)。 

パ
タ
ー
ン 

マーケット内 

のＳＣ数 
内         容 

１ 

ＳＣが｢０ヶ

所｣の場合 

①不適合なＳＣのドングリの背くらべの競争状態 

②いわゆる無風競争状態で、消費者の不満は高く、地区外への流出が多くなる(不足ニーズが過大) 

２ 

ＳＣが｢１ヶ

所｣の場所 
独り勝ち 

標準型ＳＣが１

ヶ所のみの場合 

①標準的なＳＣであっても繁盛型のＳＣとなる(疑似繁盛型ＳＣ) 

②競争ＳＣが出現すると基準売上高まで容易に切り崩される 

③不足ニーズが過大であるため地区外への流出が多い 

３ 

全面対応の大型

ＳＣが１ヶ所の

みの場合 

①１つのＳＣが、自ＳＣ内に性格の異なるＭＤｉｎｇを複合させるこ

とにより、マーケットの全需要を対象とするＲＳＣが可能 

②これをサウスコーストプラザ方式という 

４ 

ＳＣが｢２ヶ

所｣の場合 

２つのＳＣが

同質競争 

ＳＣ｢Ａ｣が強力

でＳＣ｢Ｂ｣は弱

小の場合 

①ＳＣ｢Ａ｣が圧勝し､ＳＣ｢Ｂ｣は苦戦する 

②ＳＣ｢Ｂ｣を強化するとＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣ともに適正に成立する(2.0体制) 

５ 

ＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣と

も拮抗している

場合 

①ＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣とも成り立つが、互いに激しい競争を行う 

②１つのマーケットを按分するため､２つのＳＣは必ずしも成果の高

いＳＣにはならない 

③１つのＳＣが異質化すると2.0体制となり互いに成果が高くなる 

６ 

２つのＳＣが

異質競争 

ＳＣ｢Ａ｣が強力で､

一方のＳＣ｢Ｂ｣は

弱小の場合 

①ＳＣ｢Ａ｣は繁盛型ＳＣとなる 

②ＳＣ｢Ｂ｣はニッチなマーケットを対象としているか、ＳＣの仕組み

に課題があるかのどちらかである 

③ＳＣ｢Ｂ｣を強化すると成果の高い棲み分けが可能となる(2.0体制に

なれる) 

７ 

ＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣が

拮抗している場合 

①ＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣ともに棲み分けることができ、成果の高いＳＣとなる 

②いわゆる棲み分け分野の新一番型ＳＣづくりとなり、２人勝ち体制

ができる(2.0体制ができている) 

８ 

ＳＣが｢３ヶ

所｣の場合 

①ＳＣ｢Ａ｣と｢Ｂ｣が同質競争
で、なおかつＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣
が拮抗している場合 
②ＳＣ｢Ｃ｣は他２つのＳＣに
対し異質化している場合 

①基本的にはＳＣ｢Ｃ｣が強くなる 

②ＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣は同じマーケットを分け合い股裂き状態になる 

③ただし､大きなマーケットであればＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣も適正に成立する 

９ 

①ＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣が同質競争し
ているが、｢Ａ｣が｢Ｂ｣より
はるかに強力な場合 
②ＳＣ｢Ｃ｣が他２つのＳＣと
は異質化している場合 

①基本的にはＳＣ｢Ａ｣が強くなる 

②当然ながらＳＣ｢Ｂ｣は大苦戦する 

③ＳＣ｢Ｃ｣は適正に成立する 

④ＳＣ｢Ａ｣と｢Ｃ｣の2.0体制 

10 
①ＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣｢Ｃ｣の順で同

質競争している場合 

①基本的にはＳＣの優位性に基づき｢Ａ｣＞｢Ｂ｣＞｢Ｃ｣の順で成果が大きい 

②｢Ｂ｣あるいは｢Ｃ｣のＳＣが異質化すると2.0体制となる 

③｢Ｃ｣のＳＣは｢0.5｣の位置づけで、特化しないと生き残れない 

11 

①ＳＣ｢Ａ｣｢Ｂ｣｢Ｃ｣の順で

それぞれ異質型の競争して

いる場合 

①｢Ａ｣と｢Ｂ｣のＳＣの棲み分け(2.0体制)が可能であり、｢Ｃ｣のＳＣは
棲み分け困難となり0.5の位置づけになる 
②３番目の異質型のＳＣは、ニッチなマーケットを対象とすることになる 
③｢Ｃ｣のＳＣは全く発想の異なる「発見」「発明」した業態にすること
ができれば、大きく展開することも可能である 

（流通とＳＣ・私の視点1216へ続く） 
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